いま 

いが、 面白かった 心 持 だけ は 未だに 忘れない。 お 松 は 

翌朝 自分の 眠って る 内に 帰ったら しかった。 

其 後 自分 は 両親の 寝 話に 「児 供の 余り 大きくなる ま 

で 守り を 置く の は 良くない 事 だ」 などと 話して るの を 

しき 

聞いた ように 覚えて る。 姉 は 頻りに 自分に お 松 を 忘れ 

させる ように いろいろ 機嫌 をと つたら しかった。 母 は 

それから 幾度 か、 ねえ やの 処 へ 一 度 つれて ゆく つれ 

て ゆく と 云った。 

自分が 母に つれられ てお 松が 家の 庭へ 這ん つた 時に 

は、 梅の 花が 黒い 湿った 土に 散って いた。 往来から 

かりぶき 

^葺 のかぶ つた 屋根の 低い 家が 裏まで 見透かされ るよ 



それき リ 妙に 行 違って、 自分 はお 松に 逢わなかった。 

それでも 色の さえない 元気の ない 面長な お 松の 顔 は 深 

く 自分の 頭に 刻まれた。 

七 八 年 過ぎてから 人の 話に 聞けば、 お 松 は 浜の 船方 

の 妻に なった が、 夫が 酒呑で 乱暴で、 お 松 は その為に 

憂鬱 性の 狂いに なって 間もなく 死んだ という 事で あつ 

た。 

(明治 四十 五 年 二月) 
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